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今
年
は
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」

の
開
花
が
早
い
。
交
流
セ
ン

タ
ー
前
の
通
り
の
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
は
一
九
八
三
年
三
月
、
塙

山
小
を
卒
業
す
る
児
童
た
ち

と
記
念
植
樹
し
た
も
の
、
数

回
の
補
植
を
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
●
定
期
総
会
も
終
わ
り
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
コ
ロ
ナ
感
染

が
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、
住
民
の

交
流
の
場
や
高
齢
者
の
会
食
の
機
会

を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
く
。
三
年

間
、
マ
ス
ク
で
笑
顔
も
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
で
の
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
で
盛
り
上
が
り
に

欠
け
る
感
は
否
め
な
い
●
今
年
度
は

負
担
の
少
な
い
手
軽
に
で
き
る
新
し

さ
を
加
え
た
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
を
創

る
。
四
月
に
は
久
し
ぶ
り
に
「
は
な

や
ま
春
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
、
初
め
て

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
招
き
、
美
味
し
い
も

の
、
楽
し
め
る
も
の
な
ど
を
用
意
す

る
。
空
く
じ
な
し
の
お
楽
し
み
抽
選

会
は
乞
う
ご
期
待
●
当
会
が
運
営
す

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
わ
く
わ
く

広
場
」
は
、
新
た
に
九
名
の
一
年
生

を
迎
え
て
三
十
名
の
児
童
で
ス
タ
ー

ト
。
晴
れ
の
日
は
中
庭
で
元
気
な
声

が
響
く
。
新
二
年
生
は
一
年
先
輩
と
し

て
ふ
る
ま
う
行
動
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

新
た
な
指
導
員
も
加
え
て
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
支
え
る
体
制
を
整
え
た
。

多
彩
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
運
営
し

て
い
く
●
日
立
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

長
会
議
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
、
町

内
会
の
解
散
、
役
員
の
担
い
手
不
足

な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
持
続

可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
議

論
し
て
い
る
。
行
政
と
の
ま
ち
づ
く

り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地
域
力
の

維
持
と
手
腕
が
問
わ
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
み
で
は

担
い
手
不
足
は
解
消
し
な
い
。
活
動

を
ポ
イ
ン
ト
制
で
評
価
で
き
る
よ
う

に
市
と
検
討
し
て
い
る
。
や
り
が
い
の

あ
る
方
法
で
楽
し
く
活
動
し
「
人
生

百
年
時
代
」
の
生
き
方
へ
つ
な
ぎ
た
い
。

　
　
　
　
（
会
長　

西
村
ミ
チ
江
）

コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
き
、
今
年
は
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
高
齢
社
会
へ

の
対
応
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、
住
民
が
集
え
る
場
づ
く
り
、
認
定
こ
ど
も
園
や
小
・
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
等
と
の
連
携
、
自
治
会
や
町
内
会
と
の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
様
々
な
地
域
課

題
の
解
決
と
、
災
害
時
に
助
け
合
え
る
新
し
い
近
隣
関
係
づ
く
り
を
模
索
し
ま
す
。

多くの住民が参加した総会の様子

四
月
九
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
、

少
し
の
人
数
制
限
を
し
て
塙
山
交
流

セ
ン
タ
ー
で
定
期
総
会
を
開
催
、
自

治
会
や
町
内
会
の
代
表
、
エ
リ
ア
協

力
員
、
各
局
部
員
等
の
約
七
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。　

当
会
の
西
村
ミ
チ
江
会
長
は
コ

ロ
ナ
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
住
民
の
交
流

の
場
を
増
や
し
て
い
く
と
し
、
四
月

二
十
九
日
に
実
施
す
る
「
は
な
や
ま

春
マ
ル
シ
ェ
」
を
紹
介
。
ま
た
、
認
定

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
女
性
会
な
ど
と

緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

な
が
ら
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
塙
山
学
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

総
会
の
議
長
に
は
加
藤
博
之
さ
ん

（
塙
山
町
）
を
選
出
、
事
業
報
告
は
一

年
間
の
各
局
の
活
動
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
行
い
、
続
い
て
決
算
報
告
（
一

般
会
計
、
福
祉
事
業
特
別
会
計
）、
監

査
報
告
、
す
べ
て
の
承
認
を
得
ま
し

た
。
な
お
、
監
査
の
林
武
光
さ
ん
は
、

「
多
彩
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
同

時
に
、
し
っ
か
り
と
会
計
事
務
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
マ
ン
ネ
リ
化

を
防
ぎ
、
補
助
金
は
公
金
、
透
明
性

の
確
保
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
お
願

い
す
る
」
と
意
見
を
付
け
加
え
ら
れ

ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
役
員
選
考
に
続
き
、

基
本
方
針
（
六
つ
の
テ
ー
マ
）、
会
則

改
正
（
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
基

金
廃
止
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
基
金
の

新
設
に
伴
う
も
の
）、
事
業
計
画
、
予

算
を
提
案
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
一
九
、六
五
〇
円

三
月
二
十
九
日
（
水
）
は
な
や
ま

エ
コ
・
ま
ち
体
験
隊
で
は
二
十
名
が
参

加
し
て
閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
に
長
福
寺
で
座
禅
体
験
。
住

職
の
原
法
苑
さ
ん
か
ら
座
り
方
や
座

禅
が
始
ま
っ
た
ら
、
何
も
考
え
ず
に

自
分
と
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
と
、

心
構
え
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

十
五
分
間
の
座
禅
で
、
普
段
と
は
違

う
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
の
農
業
体
験
で
は
、
Ｊ
Ａ

日
立
市
多
賀
の
協
力
で
、
玉
ね
ぎ
の

追
肥
や
じ
ゃ
が
い
も
の
種
植
え
を
行

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
面
が
経
年
劣
化
の
た
め
、
歩

き
づ
ら
い
箇
所
な
ど
が
出
て
き
て
お

り
、
利
用
者
の
安
全
面
を
考
慮
し
て

三
月
十
七
日
（
金
）、
駐
車
場
の
一
部

舗
装
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

残
り
の
部
分
も
順
次
舗
装
整
備
し
て

も
ら
え
る
よ
う
市
に
要
望
し
ま
す
。

塙
山
小
学
校
下
の
信
号
か
ら
六
号

国
道
塙
山
交
差
点
ま
で
の
「
塙
山
通

り
」
の
清
掃
活
動
を
「
リ
ス
タ
ー
ト

は
な
や
ま
」
か
ら
「
塙
山
学
区
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
会
」
が
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

四
月
か
ら
毎
月
、
第
二
水
曜
日
、

午
前
九
時
か
ら
清
掃
活
動
を
行
い
ま

す
。
通
り
の
商
店
や
事
業
所
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
十
二
日
（
水
）、
今
年
度
、
初

三
月
二
十
三
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は
、

日
立
会
民
謡
部
メ
ン
バ
ー
十
三
名
に

よ
る
、「
民
謡
と
踊
り
の
会
」
を
実
施

三
月
二
十
三
日
（
木
）、
塙
山
小
で

は
六
年
生
四
十
四
名
が
六
年
間
の
思

い
出
と
共
に
卒
業
、
四
月
六
日
（
木
）

に
は
真
新
し
い
制
服
で
中
学
校
に
入

学
。
七
日
（
金
）
に
は
、
塙
山
小
に

新
一
年
生
二
十
八
名
が
入
学
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
で

も
見
守
り
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

春
休
み
期
間
中
は
、
二
十
五
名
が

参
加
。
毎
日
二
、三
名
の
児
童
と
指
導

者
一
名
が
マ
ル
ト
塙
山
店
で
お
や
つ
を

買
う
体
験
。
恒
例
に
な
っ
た
う
ど
ん

作
り
は
、
手
際
も
良
く
つ
る
つ
る
の

う
ど
ん
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
桜
が
満
開
の
塙
山
交
流
セ

静寂の中で座禅体験

満開の桜の下で昼食

尺八の演奏に会場から拍手が贈られました

塙山通りを清掃

センター利用者も一緒に避難訓練

三
月
二
十
七
日
（
月
）、
震
度
六
強

の
地
震
が
発
生
、
調
理
室
か
ら
の
火

災
に
よ
り
一
人
負
傷
者
が
出
た
と
い

う
設
定
で
、
令
和
四
年
度
第
二
回
塙

山
交
流
セ
ン
タ
ー
自
衛
消
防
訓
練
を

実
施
、
運
営
委
員
長
、
事
務
長
、
協

力
員
、児
童
ク
ラ
ブ
「
わ
く
わ
く
広
場
」

ン
タ
ー
中
庭
で
の
昼
食
会
や
学
区
内

の
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
や
鹿
島
神
社
へ
の
散

策
な
ど
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら
元
気

に
過
ご
し
ま
し
た
。

四
月
に
入
り
、
新
一
年
生
九
名
が

が
仲
間
入
り
、
上
級
生
は
優
し
く
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
五・
六
年
生
が
企
画
進
行
し
た
入

学
・
進
級
を
祝
う
会
で
は
、
大
型
カ

ル
タ
な
ど
で
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
の
徹
底
や
災
害
時
の
避
難
経

路
の
確
保
な
ど
、
安
全
安
心
な
環
境

を
整
え
、
十
八
名
の
指
導
員
が
交
代

で
、
六
人
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

い
、
種
類
や
植
え
方
、
肥
料
の
与
え

方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
職
員
の

方
は
「
成
長
過
程
を
家
族
の
方
と
一
緒

に
時
々
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
、
伊
藤
智
毅
実
行
委

員
長
が
様
々
な
体
験
は
今
後
、
役
立

ち
、
ス
キ
ー
教
室
の
体
験
か
ら
も
諦
め

な
け
れ
ば
目
標
は
達
成
さ
れ
る
こ
と

を
学
ん
だ
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
と
、

一
年
を
振
り
返
り
話
を
し
ま
し
た
。

一
年
間
の
活
動
を
終
え
て
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
今
年
は
ス
キ
ー
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。
ス
キ
ー
教
室
で
は
家
族

と
離
れ
子
ど
も
だ
け
で
宿
泊
で
き
て

よ
か
っ
た
。
色
々
な
体
験
活
動
が
で
き

た
。
友
達
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で

き
た
。
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

お
揃
い
の
着
物
に
身
を
包
み
、
三

味
線
、
尺
八
、
お
囃
子
や
太
鼓
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
、
東
北
の
民
謡
を
中

心
に
全
十
三
曲
を
披
露
。
最
後
は
尺

八
の
演
奏
で
、「
北
国
の
春
」「
お
座
敷

小
唄
」
を
み
ん
な
で
合
唱
し
ま
し
た
。

圧
巻
な
歌
声
や
息
の
合
っ
た
踊
り
、

演
奏
の
合
間
の
話
も
楽
し
く
、
見
ご

の
児
童
・
ス
タ
ッ
フ
他
、
三
十
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
に
は
多
賀
消
防
署
員

も
参
加
。
訓
練
一
部
は
、
通
報
と
避
難
。

通
報
訓
練
で
は
、
消
防
署
員
の
指
導

の
下
、
実
際
に
消
防
署
と
通
信
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
二
部
は
、
水
消

火
器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
。
消
火
器

の
使
い
方
や
安
全
な
消
火
方
法
に
つ
い

て
実
技
を
加
え
学
び
ま
し
た
。

の
清
掃
作
業
を
未
来
地
球
局
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
十
名
で
行
い
ま
し
た
。

■
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中

た
え
の
あ
る
演
出
に
、
参
加
者
は
大

き
な
拍
手
を
贈
り
ま
し
た


